
 

 

平成 23 年 12 月 7 日 

各  位    
 

神奈川県横須賀市小川町 14 番地―１ 
株式会社ネットワークバリューコンポネンツ 

代表取締役 渡部 進 

（コード番号：3394 東証マザーズ） 

問合わせ先 取締役アドミニストレーション部 

ディレクター 寺田 賢太郎 

TEL 046-828-1804 

 

 

FireEye 社のマルウェア対策システム製品販売開始のお知らせ 

  

当社は添付の資料のとおり、マルウェア対策システムとネットワーク脅威防止ソリューション

を提供する米国FireEye製品の販売を開始いたします。本件による業績への影響は軽微であると見

ております。 

 

 

以 上 
 



 

平成 23 年 12 月 7 日 

報道関係者各位 

 
株式会社ネットワークバリューコンポネンツ 

 

NVC、FireEye 社のマルウェア対策システム製品を販売開始 

～急増する「標的型攻撃」に有効なソリューションを提供～ 

 
記 
 

株式会社ネットワークバリューコンポネンツ（本社：神奈川県横須賀市、代表取締役：渡部 進、

以下略称：NVC、東証マザーズ：3394）は、FireEye, Inc.（本社：米国カリフォルニア州、社長：

Ashar Aziz、以下ファイア・アイ社）製品の販売を開始します。 

 

1. ファイア・アイ製品販売開始の背景 

2011年夏以降、日本でも企業や政府機関へのサイバー攻撃発覚のニュースが続いています。軍

事関連企業に限らず、知的財産および機密情報を持つ組織を狙う「標的型攻撃」は、既存のセキ

ュリティ機器をすり抜ける巧妙さを持っています。 

当社は、10年以上前より様々なゲート型セキュリティ製品を販売してまいりましたが、こうし

た深刻な状況を捉え、多重防御を実現するファイア・アイ社製品を販売するに至りました。 

ファイア・アイ社は、2009年から2010年にかけて米市場で発生した大きなマルウェア問題にお

いて非常に有効な攻撃検知とネットワーク脅威防止ソリューションを提供する技術として認知さ

れ、米国国防総省を始めとする各省庁に相次いで導入され、また大手メディア、ハイテク企業、

金融ビジネス分野、研究所などにも次々と採用が進んでいます。 

 

2. 製品の特徴 

次世代ファイアウォール、IPS（不正侵入防御システム）、ウイルス対策、SWG（セキュアウェブ

ゲートウェイ）といった多くのセキュリティ製品は、シグネチャベースのソリューションがほと

んどで、「疑わしいものを検出する」製品です。しかしながら、最新のマルウェアは、攻撃者が対

象企業や個人に対して「オーダーメイド」で作成しているため、既知のウイルスのパターンと照

合して検出するウイルス定義ファイルでは対処しにくい傾向が顕著になってきています。  

また、その攻撃対象は、日本でメディアに多く取り上げられた防衛産業、重要インフラ企業、

官公庁に限らず、知的財産や機密情報を持つあらゆる規模の企業および組織に渡ることが最新の

調査により明らかになっています。 

ファイア・アイ社が提供するアプライアンス製品は、従来製品とは異なるアプローチをベース

に作られています。正規のメールへの添付などの方法でゲートウェイを通過して来た、シグネチ

ャで検知出来ない情報を取り込んで検査を行い、直接または他のゲートウェイ型セキュリティ製

品と連携してブロックをします。すなわち、疑わしいと思われるファイルや Web ページのアドレ

スについては、アプライアンス内に構築された独自の仮想環境で、実際に Web ページにアクセス

する、PDF ファイルを開くなどの動作をリアルタイムで実行し、検証します。 

また、企業の外部からの通信だけでなく、コールバックや PC に入り込んだマルウェアをコント

ロールする悪意の外部のサーバへの通信など、外へ出て行くデータもチェックする事で内部の感

染 PC を特定することも可能です。こうして得られた結果は、クラウド上の「Malware Protection 

Cloud」とのリアルタイム共有および最新のデータ参照により、詳細なレポートになりますので、

ネットワーク脅威を最小限にすることが可能になるのです。 



 

 

3. 発売時期およびターゲット 

■発売開始時期 

平成 23 年 12 月。初年度の販売額は 5千万円を目標としています。 

評価機器の貸出も予定しています。 

 

■ターゲット 

大手企業および官公庁 

 

4. その他 

【ファイア・アイについて】 

ファイア・アイは、2004 年、米シリコンバレーに設立されました。その技術力や製品の性能の高さから、CIA が

設立した IN-Q-TEL をはじめ、Sequoia Capital、Norwest Venture Partners、ジャフコなど、多くのベンチャー

キャピタルが出資しています。 

詳しくは、http://www.fireeye.com/ をご覧ください。 

 

【株式会社ネットワークバリューコンポネンツについて】 

ネットワークバリューコンポネンツは、ネットワーク草創期から常に最先端製品を開拓してきたネットワークイ

ンテグレータです。ネットワーク製品の提供から、開発、コンサルテーション、構築・保守まで、最先端技術と、

豊富な知識・ノウハウ、斬新な企画・発想力を駆使して、あらゆるネットワークフェーズをトータルにサポート

しています。 

 

本社所在地 神奈川県横須賀市小川町 14-1 

設立 平成 2年 4月 

資本金 369,981,550 円 

代表者 代表取締役 渡部 進 

従業員数(単体) 69 名（平成 22 年 12 月末日現在） 

事業内容 コンピュータネットワーク関連製品の企画、開発、輸入、販売、ネットワークデザイン、構築、

コンサルテーション、監視・管理 

主要仕入先  Arista Networks、Aruba Networks、Array Networks、Fortinet、Scality, Vidyo ほか 

URL http://www.nvc.co.jp/ 

 

以  上 
 

本件に関するお問い合わせ先 

報道関係者の皆さま 

 マーケティング担当： 徳富 TEL 03-5714-2050 E-mail press@nvc.co.jp 

投資家の皆さま 

IR 担当：  寺田 TEL 046-828-1804 E-mail ir@nvc.co.jp 


